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序文
この書は、渡正元著『巴里籠城日誌』（大正3年10月13日、東亜堂書房）
の校訂現代語訳である。
著者渡正元は、天保10年旧暦正月23日（西暦1839年3月8日）、安芸藩（現
在の広島県）の武士田中善平政辰の第三子、六之介として生まれ、安政6
年（1859年）渡氏と称した。蘭学、仏学を学んだ後に明治維新後、大阪河
口運上所、生野鉱山勤務等の後、明治2年7月29日（1869年9月5日）、横
浜を出帆、同年10月3日（同年11月5日）、イギリスに渡り、翌明治3年2
月2日（1870年3月3日）、フランスのパリに移り、学生として過ごしてい
たところ、同年7月に始まったフランスとプロイセンその他ドイツ諸邦と
の戦争（いわゆる ｢普仏戦争｣）に遭遇し、パリに留まり、ドイツ軍によ
る ｢パリ包囲｣（フランス側から見れば「パリ籠城」）を経験した。戦争後、
サン・シール陸軍兵学校に入校したが、体調不良により、中退し、しばら
く欧州での軍事情勢調査等に従事した後、明治7年7月8日に帰国した。同
年8月19日陸軍省参謀局第1課分課勤務となり、12月8日陸軍少佐に任じ
られ、明治9年1月7日、正元と改名し、同年2月8日3等法制官に任命さ
れた。その後、官職を幾つか経て、明治18年12月元老院議官となり、明
治23年9月29日、帝国議会開設に伴い、勅選の貴族院議員となり、大正
13年（1924年）1月28日死去した。
渡正元は、普仏戦争中のパリ籠城の際、後日のため、パリやフランスの
戦況や政治動向だけでなく、市民生活の状況も記録した日誌を大山弥助
（巌）ら日本軍事使節団一行に提出した。それが明治4年頃出版された『法
普戦争誌略』である。その45年後、大正3年（1914年）第一次世界大戦が
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勃発し、渡正元は、同書を一部正誤の上、『巴里籠城日誌』として再刊した。
この『巴里籠城日誌』は、普仏戦争についての日本人の観察として、例えば、
大仏次郎『パリ燃ゆ』（初出昭和36年10月「朝日ジャーナル」）にも引用
される等これまでにも注目されている。
しかし、『巴里籠城日誌』は、漢語表現も多く、また、組織、機構、官
職等現代で通用している用語と異なるなど現代人には、読み難い。このた
め、著者の曾孫を中心にその現代語訳化を行う動きがあり、私らがその作
業に関わり、本書を作成することとなった。この作業では、曾孫である真
野文子が下訳を作り、同じく曾孫の横堀恵一が組織、機構等の用語等を検
討し、引用のフランスの官報、新聞等の原典も対照し、フランス、ドイツ
の情報を参照し、更に、松井道昭がそれらを基に現代語訳を進めた。
なお、渡正元は、『巴里籠城日誌』の他に、海外渡航を始めた明治2年6
月6日（旧暦）以降の私的な記録として、「漫游日誌」（全7輯）（平成12年3月、
田中隆二・齋藤義朗校訂、広島市立大学）および仏文のla Petite Histoire 
de la Guerre entre la France et la Prusse （juillet 1870-mars 1871）を残し
ている。本書においては、天候等適宜、｢漫游日誌｣ の記録で補った。特に、
パリ・コミューヌ事件発生後の騒乱期には、渡正元は、恐らくフランスの
知人の助言もあり、イギリスに一時滞在していたが、その鎮圧頃から、パ
リに戻っており、関連部分を合わせて記載することにした。
『巴里籠城日誌』には、誤植等が残る他、引用原典と対照の結果、誤記、
誤訳が判明し、合わせて正した。校訂とする理由である。
引用部分は、いずれも抄訳であるが、あえて指摘していない。
本書は、140年以上も昔の事件を扱うものである。しかし、その内容は、
明治初期の開国直後の日本人が見た「西洋」の姿を伝えるものとして、また、
当時の一日本人の見方を伝えるものとして参考に供する価値があると考え
る。
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附言（明治4年旧暦1月1日付）
　私がこの書を作ったとき、始めは、ただ見聞したことのほんの一部を記
録し、後日忘ないようにした。そのため、詳細にわたらず、ただ概略だけ
を挙げて書いた。その後、数日が経過し、休戦時のある夜、箱の中を見る
と、冊数が既に数巻になっていた。そこで、私が将来帰国し、暇なときに、
校閲し、清書し、一巻にまとめ、政府の方々に進呈すれば、当時の事情を
伝えるという一つのお役に立つことをと願い、再びこれを布箱に収めた。
　しかし、今日、思いがけず、本国の軍事視察使ご一行にパリの旅館でお
目にかかることができた（普仏戦争が起きると、我が政府は薩、長、土、
肥の士族（大山彌助、品川彌二郎、林有造、池田彌一）の4氏を軍事視察
員として派遣された。４氏は、終始独軍の本営にいて、偶然、パリの休戦
開城の日に、食料輸入の列車でパリに入られた。）。そこで更に考え.この
書は、事情を述べることが主であり、文字の修飾が必要ではない。たとえ
私が再三校閲しても、せいぜい字句の間の修飾の変更に過ぎず、元々の内
容の拙さは、変わらない。それならば、章句を改竄し、報告が遅くなるよ
りは、むしろ草稿のまま、直ぐ提出する方がよい。その結果、この冊子を
取り出し、これを一行に託し、あえて政府の方々に提出した。
　私がこの間、記録や新聞を抄訳し、本書を編集するに当り、重複や余計
な表現、多少の誤謬があることは避けられない。今これを現政府の諸氏に
進呈するならば、校正した方が良いと考えた。しかし、私は、この地に留
学し、在学中で、学科での日課が当然少なくはない。学課の合間の僅かな
時間を得、初めて、記録や新聞を手に取り、軍隊の挙動、政府の事情、人
民の状態、市内の形勢、様々の事柄を、一つ一つ詳しく調べ、夜中になり、
机上に集め、やっと、これを編集した。そして、私は、無知で、文学の心
も文才もないので、蚊が山を背負うような作業である。更に、時おり、街
に歩き、師や友人と交際した日数も不足する。私は、今、この書を読み返し、
校正できない。これが、非難には、お詫びすることしかできないことの一
つ目である。
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　私は、この書の編集を西暦7月11日に始め、今日、2月19日に終える。
経過は、約8か月間である。旅行のため、記録が詳しくないことが数回ある。
また、自ら努め励み、日課として欠かさないようにと願ったが、病に妨げ
られ、記録が行き届かないことも数度に及ぶ。しかし、戦争の一部始終に
ついては、7月上旬からこの2月下旬に至るまでの間、パリ市内で毎日出
版する諸新聞を多く集め、蓄えた。私が後日、この書に洩れ落ちたものを
拾い、欠けたものを補うためであり、急にこれを訂正や校閲することはで
きない。その責めをお詫びすることの二つ目である。
　この書の中で、私が一学生として傲慢を恐れず、度々当時の形勢を無用
に論じる。これもまた、後日の参考に役立てようとするため、あえてした
ことで、身の程を弁えないとの罪を避けられない。そして、私は、僻地の
晩熟な一個人の浅はかな見識で、一日の状況を述べるが、翌日の変化が果
たしてどうかはわからない。遠い昔に記したことを、今日見て、恥じ、悔
いている。まして、今日記すものを将来見て、果たしてどうなのだろう。
そうだとしても、私は、今あえて非難を加えない。過去のことは咎めない
という理由で、私のささやかな真心を表す。これが謹んで世間の非難に詫
びることの三つ目である。
　明治4年羊正月１日仏国パリ市中北部　学校内で記す
安芸　　　　　渡　六之介
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跋（明治4年3月9日付序文）
　普国と仏国との間の戦争の原因が一朝一夕のものではないのは、当然で
ある。以前、1810年代に、仏国のナポレオン１世が欧州を蹂躙した時には、
独国に兵を進め、ベルリンに前後2回にわたり侵入し、その軍の威力を挫
いた。その様子は、まるで兵士を腹這いにさせ、その首にまたがり、乗る
ようなもので、かろうじて、その国家を存在させただけであった。ここに、
当時の仏国の権威や武力を見ることができる。それ以来、普国は、永い怨
として一日として忘れられず、憤激し、努め、励み、歳月をかけて軍を強
化し、次第にその国力を養い、ほとんど50年が経った。近頃、独国各領邦
がまとまり、統一した後に、その軍事力が大いに振るい、その武名も大き
く上がった。1866年（今から6年前）墺国と戦い、その勝利を得た日には、
その武威が欧州に轟き、世界を震わせた。そこで、普国は、今や仏国を倒
し、永年の怨を晴らし、その武威を欧州に広めようとした。その結果、そ
の隙を狙うようになり、既に長い日が過ぎた。他方、仏国は、傲慢になり、
普国王の甥が西国国王になる約束を壊そうとした。普国は、もとから、長
い間、仏国に攻撃を加えようとしていた。しかし、その時は、この内々の
約束のようなことには拘らず、すぐにその望みに応じ、これを破談にした。
なぜならば、普国がその時、仏国の望みを拒み、あえて西国と内縁を結べ
ば、仏国は、必ずこれを周囲の各隣国に相談し、協力してこれを拒もうと
するであろう。欧州の事情として、隣国がその領地を広めたり、協力をす
ることを嫌う。勢いで連合し、土地を分割すれば、普国は、大義名分を失い、
不正をしたとして、欧州周辺国の軍に攻めこまれるだろうと、判断し、そ
の約束を破棄した。そしてひそかに考えた。今仏国には国内のもめごとの
兆しが出ており、さらにナポレオンが周囲との開戦の糸口を探そうとすれ
ば、その流れは必ず戦争なしには収まるまい。彼が増長し、我が国に無礼
を働く日を待とうと、落ち着いて軍備を整えた。案の定、7月12日、仏国は、
傲慢な使者を送り、強く迫った。普国は、その機会を捉え、これを拒絶し
た上で、隣国は乱暴な無礼を我が国に行い、今日、状況が切迫し、我が同盟・
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連邦は協力してその侵略を防がねばならないと独全国に告げた。このよう
に大義名分を求め、国民の憤激鼓舞にやむなく応ずるという形にした。そ
の対応は、当時の仏国が傲慢に軍隊を勝手に動かすこととは、全く反対で
あった。その軍隊の方向性が異なり、一方は、驕り、他を凌ごうとし、他
方は、防いでこれを拒もうとするものであった。その可否、得失が互いに
裏表の関係となった。開戦後、普軍が一度の戦いで敵の領土に入り、更に
は、仏国の王城に迫り、パリを囲むことになり、仏国が使者を英、露、墺、
伊等に派遣し、和平の調停を頼んだ。しかし、各国は口出ししても対処し
ようがないことを分かっていたので、沈黙し、手をこまねいて、あえてこ
れに対応しなかった。そのため、仏国は、その方策を失い、自ら講和を申
し出たが、普国は、これに対し、境界の2地方と50億フランの金を得なけ
れば、撤兵が難しいといった。なぜかといえば、このたびは、仏国が我が
独国の領土に、戦争を仕掛けて以来、量りきれないほどの鮮血を流し、数
多くの兵士、人民を殺した。既に失われた国の財産は、数えきれない。そ
こで、今この賠償金を得られなければ、普国王が同盟国の人民に謝る言葉
がない、と断固として答えた。仏国は、これに応ずることを望まず、再び
籠城し、交戦した。1月28日、城中では食糧が尽き、開城し、和睦を求めた。
そうして賠償金は、当然、普国の望み通りとする。これにより、普国の長
期策略は、すべて成功し、その武威は、今日周囲の国に輝いた。これは皆、
普国ビスマルク首相の雄大な策略に出た結果である。他方、仏国の事情は、
全くこれと反対だ。ナポレオンの晩年の老衰をおくとしても、不幸にも仏
国未曾有の汚名、永遠にわたる大きな辱めを招いた。果たして時の運であ
ろうか。
　仏国側のパリ城に籠った兵は、全部で70万人、および城外に配備した大
砲は、全部で1,650門、そしてその銃砲は、いうまでもなく極めて珍しく
巧みであり、その城郭が堅固であることは、世界で並ぶものがないと言え
た。しかし、130日余りの籠城後、ついにはその食料が尽き、出ていって
和睦を求める結果となった。私はこのことから改めて知った。古人がよく
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言うが、戦争の勝敗を決めるのは、そもそも人であり、武器ではないとい
うことだ。ああ、理解していれば、こうならなかったであろう。
　私は、今夜ここにペンを置き、この『普仏戦争誌略』を終える。時は、
西暦1871年3月9日、即ち、我が国の明治４年辛羊正月19日夜、仏国パリ
城北部の学校内で記す。
安芸　　　　　　　渡　六之介
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小序（大正3年9月再版序文）
　顧みれば、今を去る45年前、私は、偶然、学生として仏国のパリにいた。
その時、普、仏両国間の平和な国交が破れ、両軍が戦場で対峙するという
騒乱となった。私は、この機会を捉え、両国の戦闘の形勢と仏全国の様子、
それにパリ市内の状態とを視察するため、なおもパリに留まった。籠城し、
その講和開城の日に至り、約8 ヶ月を過ごした。この間、日夜、見聞の概
要を記録し、また、報告、新聞の要点を取り纏め、溜めた結果、数冊になった。
そこで、心中、これを完成させ、帰国後に政府に進呈するか、または追加
訂正しようかと、考えていた。偶然、開城の日に、パリに来られた本国の
軍事視察団一行にお目にかかった。視察の一行は、これを一読され、視察
上非常に有益な文書であるとして、これを政府に提出するよう促された。
そこで、未完成の原稿ではあるが、その字句を訂正する時間もなく、一行
に差し上げ、そのご意向に従った。これが当時政府において刊行された『法
普戦争誌略』とされる。しかし、今年８月、思いがけず、欧州の空に戦雲
が漲り、列強が互いにその国力を挙げて戦い、ほとんど欧州全体を大軍が
踏みにじるところとなり、実にこれまでにない一大動乱だという。この時
期に当り、過去の普仏戦争の事情を私に尋ねようとする人が多い。また、
私の旧著書を再刊し、世に出せば、当時の状況をありありと見ることがで
き、今日の参考になるだろうとして、私に勧める方もまた少なくない。旧
著書は、もとより、そのような評価には値いしないが、黙ってそのままに
しておけない事情もあり、その誤謬を訂正し、書名を『巴里籠城日誌』と
改め、新たに刊行することとした。世間の多くの賢人の皆様が、これを見て、
時局を理解する上で少しでも役立てば、私の本来の希望としても十分であ
る。ささやかに刊行の趣旨を一言述べる次第である。
大正3年9月　　　　　　　　　　　　　渡正元　記
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『巴里籠城日誌』旧名 「法普戦争誌略」
渡正元　著
巻の１
西暦1870年7月（和暦明治3年6月）1のことである。
仏国（フランス）と普国（プロイセン）。との間で一事件が起こり、両
国間の平和が破れそうになった。パリの立法院では連日、討論したが、情
勢が緊迫し、戦争にならざるをえない勢いになり、仏使節が普国のベルリ
ンに向かった2。7月11日（和暦6月13日）のことである。
この背景は、次の通りである。一昨年、西国（スペイン）で革命3があり、
女王イサベラ2世4を退位させ、国内から追放した。このため、女王夫妻は、
幼い一人息子と共に、パリのシャン・ゼリゼ通りに移り住んだ。
西国では、王位が空き、大臣達が協議し、なかでも指導者のプリム元帥
が新たに共和政にしようと企てた。ナポレオンがこれを拒み、西国人が協
議し、国王を新たに立て、モンパンシェ公を王位につけようと決めた。こ
のモンパンシェ公は、仏国の前代のブルボン5家の王ルイ・フィリップの息
子で、西女王の妹の婿として、同国に住んでいた。しかし、仏帝は、またも、
これを強く拒んだ。仏帝は、一昨年追放された女王の一人息子6を幼くても、
補佐し、その国王にし、西国で古くから有名なシャルル・カン王7の血統を
1 日本が太陽暦（グレゴリオ暦）を採用したのは、明治6年（1873年）からで、具体的には、天保暦（旧暦）
の明治5年12月2日の翌日を、新暦の明治6年1月1日とした。この時代は、旧暦であった。
2 7月11日付le Tempsは、ベネデッティ大使が同日朝、同地に到着し、同日中に普王に会う予定との7月9
日付 エムス発の l’Agence Havas電報とベネデッティが普王にナポレオンの書状を差し出した旨の10日付エ
ムス発のla Correspondence du Nord-Estの電報を引用しているので、同大使のパリ発は、それより前である。
3 この革命をスペインでは、「光栄ある革命」と呼ぶ。なお、イサベル女王の即位は、父王フェルディナン
ド7世が彼女に王位を継がせるため、議会に諮らず、男系相続を廃止したため、フェルナンド7世の死後、
同王の末弟カルロスの即位の正当性を主張した党派（カロリスタ）などがイサベル女王に反対した。
4 ルイ14世の孫、フェリペ5世の直系で、ブルボン家の血筋を引き、ボルボン家の系統に属する。
5 ただし、ルイ・フリップは、ルイ14世の直系ではなく、その弟、オルレアン公フィリ」ップの5代後で、｢
オルレアン家｣ と呼ばれる。
6 後の西国王アルフォンソ12世。
7 ハプスブルグ家の独皇帝カール5世のフランスでの呼び名。西皇帝としては、カルロス１世であるが、ス
ペインでもカルロス5世という。スペインのハプスブルグ家は、カルロス2世で途絶えるが、その姉のマリア・
テレサがルイ14世の后となり、その孫がフェリペ5世としてスペイン王位につき、ボルボン朝が始まり、カー
ル五世の血統を保っている。
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継がせようとした。しかし、プリム元帥8達がそれを嫌い、四方に新たな
国王の候補者を探した。
また、ナポレオンが西国での共和制の樹立を拒むのは、自分の内臓の中
に悪い虫が生まれ、ついには身体をかみ破ることを深く恐れたからである。
既に昨年から仏国も一時動揺し、君主制度を共和制度に変えようと企て、
人々が大いに騒ぎ、密かに帝を刺す企て9もあった。昨年の7月と今年の
1月が最も危険であったが、であるが、帝がその乱暴な連中を処罰し、有
力指導者の1人であったエミル　オリヴィエ氏に行政を委ねた。このオリ
ヴィエ氏は、政府に加わった後は、以前の主張と大きく異なり、深く帝を
助け、君主制に力を尽くした。
しかし、その残党がまだ解散せず、ますます共和制を唱え、次々に騒乱
を起こし、帝の暗殺を謀り、大砲を密かに宮中に隠し、暗殺者を送り、動
きが非常に激しかった。帝は、これらを全て鎮め、広く国中に発表し、そ
の跡継ぎ10に帝位を継がせる制度を固めた11。これがまさに今年5月21日
（和暦4月21日）である。
他方、西国では、英国（イギリス）に王位の継承者を求め、断られる。また、
葡（ポルトガル）も要請に応じず、ついに、普国にレオポルド　ホーヘン
ツォレルン王子への王位継承を申し入れたところ、普国がこれを承諾した。
仏帝は、これを聞き、普国に迫り、既に成立したその約束を破談にさせた。
これより前の1866年、普国が墺（オーストリア） 軍に勝ち、領地を広げた。
ナポレオンがこれを良く思わず、普国に対する開戦の機会を長年狙ってい
た。
そして仏国では、長く平和が続き、人々が政治に飽き、官民ともに事件
を待ち望んでいた上、ナポレオンが既に高齢になり、国民には政治への異
8 7月13日付le Journal des débats politiques et littéraires（以下” le Journal des débats”という。）引用の
スペイン紙報道による。
9 例えば、1858年1月14日のイタリア人オルシニによる暗殺未遂事件がある。
10 名をルイ・ナポレオン　ボナパルトという。皇太子 である。
11 帝位継承の上院決議が国民投票で承認された。
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論も出て、騒がしくなり、帝の権威もやや落ちた様子であった。そこで、
帝がこの機会を捉え、戦争を起こし、国の内外の情勢を一新しようとした
のだろう。今年62歳の帝にはたとえまだ余命があっても、その機会が今し
かない。これが帝の深謀遠慮である。そのため、今回の事件の西国と普国
の縁談を拒み、全て帝が意を通した。その上、帝は、普王族が将来も西王
位に就かない、との約束を要求し、もし断れば戦争になると伝え、その返
答に48時間、2日間、7月14日の12時までの期限をつけた。
しかし、今度は、普王がこの使節を受けつけず、平和的交渉はせず、使
節を追い返し、会うことも許さなかった12ので、帝が直ちに戦うことにし
た。これがこの戦争の始まりの概略である。これが西暦1870年7月14日（和
暦明治3年6月16日）である。
西暦1870年7月11日（明治3年6月13日）13
仏政府と立法院の議決で仏使節が普国のベルリンに向かった。仏軍に動
員の命令が下り、シャロン兵営の陸軍司令官に出陣の用意を命じた。シャ
ロン兵営では、仏国で毎年全軍の大演習を行う。
7月12日14
この頃、政府は、軍備をしきりに整えた。またパリ市民は、軍の出発の
時を待ち、耳を開き、その様子だけを覗いていた。
7月13日15
今日は、変わった情報がなかった。
今夜、市街を歩き回り、様子を見たが、街の路上では人々が集まり、議
論が騒がしかった。
7月14日16
12 「エムス電報事件」と呼ばれる事件で、ビスマルクがヴィルヘルム普王の休養先の温泉地エムスからのベ
ネデッティ仏大使との会見模様を伝えた電報を改竄し、全普大使に報告し、新聞にも報道され、その結果、
仏国と普国の世論が激昂した。
13 正元の ｢漫游日誌｣ によれば、パリの天候は、晴であった。以下、天候及び気温の記載は同書による。
14 パリは、曇　小雨。
15 パリは、晴。
16 パリは、晴。
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午後、普国の状況報告17として、普王が使節を受け付けず、断固として
追い返し、謁見を拒み、交渉が決裂したという。この夕方、帝が直ちにそ
れぞれの軍に出陣命令を出した。
今夜、私が市中の様子を見ると、パリの広い通りの所々に、市民が集まり、
通れない。皆、ただ戦争の噂話ばかりしている。馬車も通れない。街中に
巡査（セルジャン・ド・ヴィル）が数百名出て、取り締まっている。
この夕方から先発隊の諸部隊が続々と、出発する。出陣の場所が2 ヵ所
でシャロン兵営とラインである。ラインは、仏国と独国（ドイツ）18との
境にある大きな河の名である。パリを出発する全部隊は、まずこのシャロ
ン兵営に集り、それから配置により、ラインやその他の地に向かう。中に
はパリから直接ラインに出陣する部隊もあった。この夕方から東駅と北駅
2 ヵ所から鉄道で兵隊を大体一度に2千人運ぶ。兵士や士官達は、皆ル・
バフ軍務大臣に引き渡される。
今日、マドリードから西国が出兵を用意すると電報があった19。
7月15日20
仏国でシャロン兵営に100大隊の歩兵を送った21。今日からパリとベル
リンの間の電信と書簡往復の郵便が全て禁止された。今日の新聞は、仏国
が5万人の兵士を出すと伝える22。今日、帝の従弟ナポレオン公が伊国（イ
タリア）に行く23。その理由が分らないが、ナポレオン公は、伊王の婿で
ある。
今日、仏使節が露（ロシア）、墺に出発するという。その意図が分らない。
17 16日付官報記載の15日の上院と立法院でのグラモン外務大臣の報告は、ベネデッティ大使の普国王との
会見報告が13日真夜中発信としている。
18 国家としての統一ドイツは、普仏戦争中であるが、ナポレオン戦争後、1815年、独同盟が成立し、普墺
戦争後の1866年、独同盟解体により、北独同盟が成立していた。
19 出典未確認。15日付le Journal des débats引用のla Epocaの12日マドリッド発報道は、仏政府が西国の
共和主義者と カロリスタの入国を防ぐため、国境を閉鎖したという。
20 パリは、晴。
21 15日付le Tempsが引用のle Moniteur universel記事。
22 16日付le Tempsが引用のle Moniteur universel記事
23 17日付le Gaulois
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今日、オリヴィエ法務大臣（首相）24が5億フランを借り入れ、軍費に
充てる25という。
今日まで仏軍の出陣が既に15万人と記す。
昨夕6時半、パリ駐在ヴェルテル普大使26にパリから帰国のため、仏政
府が旅券を渡した27。
今日の新聞は、西国が兵を仏国境のピレネ山麓に出したという。今日、
仏国もピレネの傍にトロシュウ将軍が率いる兵士4万人を出した28。
7月16日29
11時、帝が出発するはずだったが、できなかった。
最近、仏海軍が普国の北海とデンマーク海30に盛大に出発した31。
今朝、仏皇太子（今年14歳）と軍務大臣ル・バフ将軍がシャロン兵営ま
で出陣すると伝えたが、できなかった。
7月17日32
帝の出発が来る20日と決まったと言い伝えられた。
今日の出発の兵が数万人である33。
7月18日34朝
ヴェルテル普全権大使がパリを出発した35。
今日、仏軍の出陣が数万人、この頃、東駅と北駅2 ヵ所から鉄道で毎日
大体1万人余り兵士を運んだという36。
24 当時、公式には、｢首相｣ は存在せず、事実上の存在であった。
25 16日付le Temps掲載のオリヴィエの立法院での開戦報告。ただし、同日付官報では5千万フランとする。
26 北独同盟大使でもある。
27 16日付le Gaulois
28 出典未確認。
29 パリは、晴。この日、午後6時、宣戦布告された（17日付le Gaulois）。
30 原文のまま。スカゲラク、カテガット両海峡か？
31 16日付le journal des débatsは、シェルブールやブレストでの艦船の出港準備を伝えている。
32 パリは、晴。
33 18日付le Gauloisは、7月16日夕刻5時から17日朝まで960人の列車が24本、計23,040人戦線に輸送され
たとする。
34 パリは、晴。
35 17日付le Gauloisは、15日午後5時発の汽車で発ったとしている。
36 19日付le Gauloisが3旅団の出発を報じている。
松井・横堀　『巴里籠城日誌』現代語訳 （1）
106
7月19日37
今日、英使節がパリに着く38。これは、開戦しようとする両国を仲裁す
るためであったが、両国共にその勢いを止められず、説得できなかった39。
今日の仏出兵が1万人余りである40。
7月20日41
今日までの仏軍出兵が35万人と記す。噂話では、露国で普国を応援する
ため、既に出兵する可能性があるという42。識者がいうには、今もし露国
が普国に味方すれば、英国、墺国、伊国等が仏国に味方するだろうと。そ
うすれば、欧州の一大事件となり、恐らく根拠のない噂である。
7月21日43
帝の出発が来る25日であるという44。
7月22日45
仏軍が日々、1万人余り出陣すると記す。
7月23日46
英使節がなおパリに留まるという。
7月24日47から2748日まで
仏軍の出陣を日に1万人と記すのみである。
7月28日49
この朝11時、帝が出発したが、秘密にし、知らせなかった。道路の群
37 パリは、晴。
38 18日付le Temps引用のle Mémorial diplomatiqueに報じられているので、この日より前である。
39 22日付官報
40 出典未確認。諸部隊の出発は、19日付le Figaro等で報道。
41 パリは、晴、暑。
42 19日付le Tempsは、露政府から独仏間の戦争に中立を守るとの墺政府の態度に満足する旨の通知があり、
墺国も露国に同様の中立を求めたとするウィーン発のl’Agence Havas電報を引用する。
43 パリは、晴。
44 21日付le Gauloisは、皇帝の出発及び同行者が未定としている。
45 パリは、晴。
46 パリは、晴、暑。
47 パリは、晴。
48 パリは曇、夕に雷雨。
49 パリは曇。
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衆を恐れたためだった。皇太子も同じ状況だった50という51。帝留守の間、
皇后ユジェニー 52を一時摂政に任命し、国政を全て委ねるという53。帝が
出陣中、皇后を補佐する11名の大臣が国璽尚書・法務兼宗教大臣エミル　
オリヴィエ、外務大臣グラモン公爵、内務大臣シュヴァンディエ　ド・ヴァ
ルドローム、財務大臣スグリ、軍務大臣臨時代理ドジャン少将・子爵54、
農業及び商務大臣ルーヴェ、海軍兼植民地大臣、リゴー　ド・ジェヌイー
提督、公共事業大臣プリション、教育大臣メージュ、文学科学美術大臣モー
リス　リシャールと国務院長無任所大臣ド・パリューである。
7月29日55
今日の新聞に、露国の出兵準備という以前の報道は、全く事実に反し、
今回、欧州各国が局外中立の決定をしたという56。
7月30日57
諸部隊の配置が決まり、各々が地域を分け、駐屯するという。
7月31日58
更に、諸部隊は連なり、普国との国境のライン河の両岸に陣取るという。
今日、パリから兵士が1万人余り出陣したと記す59。今日、国境での両軍
が配置を既に終え、互いに戦闘開始の時期を狙う状況という。
8月1日60（和暦7月5日）
帝の本陣をメッスにおいたという61。このメッスは、普国に接する仏領で、
50 皇帝も皇太子も密かに出発したという意味である。
51 29日付官報に、皇帝と皇太子の28日午前10時にサン･クルー宮を出発し、メッスに7時に到着した旨記
載されている。
52 西国出身
53 27日付官報掲載の23日付宣言
54 19日、ル・バフ元帥がライン軍総参謀長に任命され、その臨時代理である（20日付官報）。
55 パリは、晴。
56 29日付le Gaulois引用のla Presse記事は、墺国と露国が共に中立を仏国と独国双方に通告したとする。
57 パリは、晴。
58 パリは、午後にわか雨。午後、正元は、ルーブル宮に行き、ナポレオン１世の所持した諸兵器、衣服等を見た。
59 7月30日付le Gauloisは、7月31日から8月7日にかけて、隔日に遊動国民衛兵の3から4個大隊の出発予
定を報じており、それから判断すると少し大目のように思われる。
60 パリは、晴。
61 8月1日付le Gauloisは内務省のメッス発7月30日午前11時20分の軍の総指揮を執る旨の情報を報じている。
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最も堅固な要塞という。
8月2日62
午前11時、普仏国境、ザールブリュッケンで双方が砲戦し63　64、11時か
ら午後1時まで2時間で終わった。今回の戦争の手始めである。帝がメッ
スの本陣でなおも翌日の軍への命令を出すと夜中にパリに電報があった。
8月3日65
戦闘がなく、終日敵に向かい合ったという。今日出発の軍が1万人余り。
8月4日66
今朝の新聞では、一昨日の戦いで仏士官1名、歩兵が10名戦死した67と
いう。負傷者の数や普軍の損害がまだ詳しく分らない。
8月5日68
12時45分発報告による。両国の境、ヴィッサンブールに出陣の前衛ドゥ
エィ将軍69の陣に普軍の前衛隊が急襲し、双方激戦し、仏軍が大敗し、ドゥ
エィ司令官が銃撃で戦死した70　71。
この知らせが夕方5時半に既に新聞に載った。ドゥエィ将軍は、今年62
歳だという。
詳報72
この戦いで普軍が約8万から10万人で夥しい数の大砲を出し、仏軍ドゥ
エィ将軍の陣を急襲した73。仏軍が僅かに8千から1万人で、必死に防戦し
たが、多数の大砲が連発され、一度に死傷者が出た。ドゥエィ司令官が厳
しく指揮し、軍諸部隊を出し、力戦した。しかし、その大砲が僅かに3門
62 パリは、晴。
63 3日付官報
64 ｢ザールブリュッケンの戦い｣ という。
65 パリは、午後小雨ながら晴。
66 パリは、曇。
67 4日付le Gauloisに掲載の皇帝から皇后宛電報。
68 パリは、曇。
69 実際の位は、少将である。
70 6日付官報。
71 ｢ヴィッサンブールの戦い｣ という。
72 7日付le Temps掲載の5日朝2時アグノー発の手紙。
73 7日付le Temps
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であった上、普大砲隊が絶え間なく無数の大小の砲を連発し、仏軍の中央
が大敗し、ドゥエィ将軍が戦死し、第二陣の指揮官モンマリー将軍もまた
負傷した。この時、仏軍の前衛隊であるチュルコ74隊（アフリカの黒人部
隊）がもとより勇壮な一部隊であっても、大いに苦戦し、味方の死傷者を
踏み越え、剣付銃で突撃したが、皆哀れにも普軍の無数の「ミトライユーズ」
（近年発明された回転式連発の珍しい砲）75の激しい射撃で死体を並べたと
いう。
今日の戦いでの仏軍の大敗が夜、パリ市中に広まり、人心が大いに乱れ、
一通りではない騒ぎとなった。私が市街を見渡すと、この広い街区も人々
が群れ集まり、通れなかった。
今夜11時過ぎ、ブールヴァール・デジタリヤン通りの両替屋に数十人が
押し寄せ、その戸口を壊した。この両替屋が元は普国の取引先で、最近密
かにベルリンに内通し、これまでに数万フランを送ったからだという。夜
中の騒動が大きくはなかったが、巡査が出て、鎮めた。その両替屋が翌日
から門を閉め、この家は仏人が住み、今まで普人が住んだことはない、と
大書した紙を前に張った。
8月6日76
前日の敗戦でパリ市中が騒然とし、人々が不安に駆られ、議論が大変盛
んであった。
ところで、パリで取引所は、取引相場が立つ集会所で、国の内外の新聞
を公布し、政府からの命令、新しい決まりなどを張り出し、人々に見聞さ
せるところでもある。
今日午前、何者の仕業か、この取引所に、今日、仏軍前衛隊の総司令官
マクマオン元帥が普軍と戦い、大勝し、2万5千人を捕らえ、大砲40門を
奪い、昨日の敗戦に報復したと書いた紙を張った。この張り紙の内容が次
74 当時の植民地アルジェリア出身の狙撃兵
75 11月15日（巻の4）の項に詳しい説明がある。
76 パリは、曇。
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第に伝わり、昼には市中の皆が躍り上がって喜び、家々はその戸口に仏国
旗を立て、祝う声が一時、市中に響き渡った。しかし、午後になり、これ
が全くの嘘であることが明らかになり、人心が再び動揺した。この取引所
の前から数千人の荒れ狂った民衆が集団でオリヴィエ大臣の邸宅に駆け付
け、窓の下に蟻のように集まった。そして、群衆が大声で叫び、偽りの文
書を発表する取引所を速やかに閉鎖し、また、無用に嘘の情報を書き、人
心を煽る悪者を厳罰に処するよう求めた。大臣の邸宅から1人の士官が出
て、群衆に対し、「今日、何者かが取引所に張り紙し、虚偽の情報を流し、
人心を惑わせた。この者を速やかに探索することは無論、今後、このよう
な虚偽情報の流布を政府が禁止する、また、今後、政府が受けた新聞は、
内容の善悪を問わず、直ちに発表する、ただし、取引所の廃止は、大問題
であり、オリヴィエ大臣も直ぐには判断できない。政府の会議や世論に諮
る必要がある。当面は、人々が互いに尽力し、国土を守るべき時である。
どうか速やかに解散し、国の幸を祈って欲しい。」と述べた。
この時、午後3時半、群衆が次第に解散したが、夕方5時半に約3千人が
再び大臣邸の門前に集まり、前のように今日の虚偽の情報を書いた者の氏
名を知りたく、さらに、オリヴィエ大臣本人が我々に答えて欲しいと言っ
た。オリヴィエ氏が直ぐに戸を開け、「今の皆の訴を私は詳しく聞いた。
今後、私が受けた色々な報告を、どんな事であれ直ぐ発表しよう、しかし、
直に発表できないものもある。それは、軍の命令や兵の挙動であり、これ
を発表すると電信により瞬時に敵地に伝わり、我が軍の損失を招くことも
考えられる。偽情報を流した犯人を既に捕らえたが、私自身がまだ氏名を
知らない。たとえ私がその氏名を知ったとしても、その罪状の取り調べの
前に公開できない。そこで、このような大群集が何回も起きれば、自分た
ちが乱れ、敵に勝利を与える。どうか速やかに解散して欲しい」77と答えた。
77 8日付le Figaro報道によれば、オリヴィエ大臣は、得たニュースの即時伝達、事件の再発防止、取引所
廃止の困難さを訴えたが、犯人の逮捕等については触れていない。
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こうして群衆の人々が次第に退去したという。
今夜、パリ市中に、6日6時付オリヴィエ以下10名の大臣名で次の宣言
が発表78された。
パリ市民へ　諸氏は、憎むべき行動で驚かされた。犯人はすでに捕らえ
られ、司法当局に通知された。政府は、今後このような恥ずべき事が再び
起きないよう厳しく措置する。祖国の名、諸氏の英雄的な軍の名により、
諸氏に冷静に、我慢強く、秩序を守るようお願いする。パリの混乱が敵の
普国にとり一つの勝利となる。今後、確かな報せがあれば、事の如何にか
かわらずに、良し悪しを問わず、直ぐに諸氏に知らせる。団結し、我が軍
の勝利のみを想い、願い、感じよう。
8月7日79
市中に次の宣言80が発表された。
従来我々が入手した確かな知らせは、無条件で、公表してきた。今夜、
次の急報を得たので知らせる。
8月6日、夜12時半メッス発報告では、司令官マクマオン元帥が一戦を
失い81、フロッサール将軍がザールで撤退を余儀なくされた82。
8月7日、未明3時30分メッス発報告では、先発隊マクマオン元帥がか
なりの普兵と戦い、一戦を失った後、軍隊を引き上げたと、レーグル将軍
から報告があり、午後1時頃、ザールで戦闘が始まったが、夕方、我が軍
は高地に引き上げた83。
また、市内に発表があり、政府の銀行金庫に蓄えていた1億フラン余り
の金貨・銀貨を今日から市民の希望に応じ、紙幣と交換するという。考え
ると、この頃パリの両替屋が1,100万フラン余りの仏貨幣を買い入れ、普
松井・横堀　『巴里籠城日誌』現代語訳 （1）
78 7日付官報。
79 パリは、曇、午後雨。
80 8日付官報掲載。
81 ｢フレシュヴィレー・ヴォェルトの戦い｣ または「レクソッフェン（独語でライヒスホッフェン）の戦い
｣ という。
82 ナポレオン名の報告である。
83 ナポレオン名の報告である。
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国に輸送するという噂があった。そうでなくても、政府が軍の費用を既に
5億フラン出し、この先の出費が計り知れないという風評があり、人々が
紙幣を金銀に換えようと密かに議論する。そこでこの発表があったのだろ
う。
今夜、市街の所々にユジェニー摂政皇后の仏国民宛の宣言84が張り出さ
れた。
仏国民へ　この度の初戦に我が軍は、不運にも敗戦の苦痛を味わった。
しかし、耐え忍び、今後必勝することに望みを持とう。仏国の旗を守るため、
危機の際は、私が先頭に立つ。良き市民に秩序を守るようお願いする。　
今回の戦いが起き、人心が落ち着かず、毎晩、若者が3百、5百から千、
2千、3千人とあちこちで集まり、国旗を先頭に立て、戦勝の歌を歌い、市
中を練り歩いている。
今夜、私も市中に出ると、大通りの2 ヵ所に兵隊が集まり、市中の騒動
や人々の集会を禁じていた。例の巡査隊も数百名出て、非常事態に備えて
いた。私が歩いている途中、騒いでいる4、5人が捕らえられたのを見た。
8月8日85
市中に、普国民や全ての独各邦人にこの時期、市内在住を固く禁止する
という発表があった86。
また、8月7日付ユジェニー摂政皇后の以下の4か条の勅令（軍務大臣・
内務大臣副署）の発表87があった。
ナポレオンは、神の恵みと人民の総意により、仏帝として、閣議を経て、
次の命令を発する。
1　　全ての30歳以上40歳までの強健な市民で、現在、常駐の国民衛兵
に所属しない者は、常駐国民衛兵隊に編入される。
84 8日付官報。
85 パリは、曇。
86 6日付 le Temps掲載の、パリ滞在の普国、北独同盟、バイェルン、ヴュルテンベルグ、ヘッセン、バー
デンの国民に3日以内に警察署に滞在許可申請のため出頭する（違反者は逮捕）よう命じた4日付パリ警視
庁命令。
87 8日付官報。
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2　　パリ国民衛兵隊を首都防衛と要塞防衛の任務につかせる。
3　　現在、遊動国民衛兵隊に属さない30歳未満の者を遊動国民衛兵隊
に編入するための法案が提出される。
4　　内務、軍務の2大臣が各自の権限により本命令を執行する。
昨夜、王宮内テュイルリー宮殿で諸大臣が会議した。同時刻、立法院も
開会した。今日、左の議席で、国民衛兵召集を決議したが、中央の議席で
議論があり、明9日午後1時に再議と決まった。この日の出席が160から
80名と記録する。他の案件は省略する。
今日までの仏軍戦死者が既に2万5千人に達したと記録された。
ロンドンからの以下のドイツ側新聞報道88。
8月6日午後4時半ヴォェルト付近発報告による。ヴォェルトでの戦いで
仏軍前衛司令官マクマオン元帥が大軍を率い、数回の戦闘の後、我が普軍
に制圧され、ビッチュに退却した。我が司令官フォン・ボーゼ将軍が負傷し、
双方の被害が大きい。
8月6、7日マインツ発報告による。王太子指揮の普軍がマクマオン、カ
ンロベールとド・ファイイー 3元帥指揮の仏軍と戦い、大勝し、士官百人
を含む捕虜4千人、大砲約30門、ミトライユーズ6門、軍旗2本を奪った。
我がフランソワ将軍が戦死、ロイテル大佐が負傷、死傷した士官が多い。
8月7日マインツ発報告による。当日、フリードリッヒ・カール普王子
がオンブールからブリスカステルに戻り、シュタインメッツ将軍がズルッ
バッハとザールブリュッケン89の間にいる。
ヴィルヘルム・フリードリッヒ普王からベルリンの王妃宛8月7日付電
報による。何という幸運か、この度のフリッツ90による我が軍の大勝利。
神の思召しに栄光あれ。大砲約30門、仏国旗2本、ミトライユーズ6門の
戦利品に加え、捕虜4千人を得た。
88 9日付le Tempsでは、ベルギー新聞報道。
89 ザールブリュッケンは、当時も独領である。
90 王太子フリードリッヒの愛称
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マクマオン仏軍前衛総司令官が負傷したとの報告があった。
今日、公表の8月7日夜9時半、本陣メッス発報告91による。レクソフェ
ン近くのフレシュヴィレーの戦いでコルソン将軍戦死、ラウー将軍失踪92、
大砲隊を大きく失う。総司令官マクマオン元帥がド・ファイイー将軍隊と
連絡中。メッス防戦の用意にかかった。
ナポレオンからの同7時50分発報告93による。諸部隊はヴォージュに向
う、夜中は、静か、戦闘がなかった。
8月9日94
午後2時前、立法院95の会合が始まった。大臣や議員が着席後、議論が
特に激しく、ひどく混乱した。オリヴィエ大臣が発言してもなかなか結論
が出ず、グラモン大臣が何か一言発したが、他が敢えて聞かない。ついに
左翼の議員一同がオリヴィエ大臣の席に迫り、大臣はこれを防げず、右翼
の議員がこれを助け、席を退かせた。その混乱は、言いようがない。議長
も退席し、会議が一旦、休憩した。3時にピカール氏が議長となり、討論
を進めようとしたが、騒ぎが収まらない。議長はこれを鎮静させようと、
非常に苦労した。5時半になり、オリヴィエ大臣が皆に向かい、今日の議
論には、政府が直ぐには、従えず、なお議論するため、再び6時に会議を
開こう96と述べ、議員、大臣がともに退席した。6時になり、オリヴィエ大臣、
ヴァルドローム内務大臣、その他大臣がともに席に着き、会議が再開した。
この時、ジュール　ファーヴル氏が進み出て、休憩前に決議しなかった2
点、即ち、パリ市民の武装と新たな国民衛兵の編成と今まで討論した立法
院での防衛委員会の設置をともに決議して欲しいと言った。この時、ピカー
91 8日付官報。
92 事実、戦死。 
93 9日付官報。
94 パリは、曇、後小雨ながら晴。
95 この日の会議が紛糾した様子の要約は、11日付le Gauloisに示される。
96 上記le Gaulois掲載の議事録によれば、ジュール　ファーヴルがパリ市民を武装させ、国民衛兵を組織す
る旨の提案と立法院に防衛委員会を設置する旨の提案をし、更に、否決されたものの不信任決議案が出され、
また、信任決議案が投票に付される動議が出たことに不満を述べた。
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ル97氏が進み、まず、独身又は妻を亡くした夫で子がない者のみを軍に召
集するとの法案を提案すると言った。この会議中、他の議題も多く討論さ
れたが、理解し難かった。最後にオリヴィエ大臣が壇上に上り、各大臣の
辞職を願い出て、皇后が受領し、更に将軍パリカオ伯爵が新たな首班に指
名され、パリカオ伯爵がこれを受けたと述べた。この時既に6時半だった。
再開は、次の日午後1時と決め、各自退席した。
今日、立法院の周囲や前の橋98の上に数万人が蟻のように集まり、議論
の様子を聞こうとしていた。その混乱を言いようがない。
今夜、私が市中に出て、その状況を見ると、街路のあちこちに兵士が集
まり、群衆を制し、暴徒による非常事態を警戒していた。
8月10日99
今朝、多くの兵が出陣した。1時から立法院の会議が始まった。私は、
またこれを見ようと行ったが、今日は政府が厳重に手配し、立法院の前2、
30間〈1間は約1.82m〉と橋の前後数カ所に歩兵や騎兵が集結し、通行を
固く禁じた。また、例の巡査隊も出て、人々がこの近辺に近づかせなかった。
そのため、この日、群衆が立法院前に集まれず、遠く離れ、勝手に話して
いた100。しかし、厳重な警備は、全て昨日の騒動によるものだ。こうなっ
ては私も立法院に近づけず、ただ、この状況を見ただけだった。
今日から市街を国民衛兵隊が巡回し、非常事態を警戒する。この頃、市
内の騒動が甚だしいためである。この部隊に服装が違う一集団があり、各々
が自己負担であるという。
市中所々に、パリカオ将軍が組閣し、新たに各大臣を選任するよう、皇
后の命令を受けたとの発表101が張り紙された。
97 上記議事録では、これは、ケラトリが提案し、ピカールが賛同した上で、法案審査委員会への付託を主
張したとしている。
98 立法院（現在は ｢国民議会｣ と呼ぶ。）の建物（ブルボン宮）は、セイヌ河左岸にあり、右岸のコンコル
ド広場とは、コンコルド橋で結ばれる。
99 パリは、晴。
100 11日付le Paris journalは、出動したのは、国民衛兵、歩兵と騎馬のパリ憲兵隊、正規兵2個連隊、何人
かの巡査隊が出動し、群衆の数は5万人としている。
101 10日付官報。
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昨朝、トロシュウ将軍が西国国境の陣地から帰った上、メッスの帝の本
陣に出発した102という。
今日、前任の大臣が全員辞任した103。その人名は、総理オリヴィエ、外
務グラモン、内務ヴァルドローム、財務スグリ、軍務ドジャン、商農ルー
ヴェ、公共事業プリション、教育メージュ、国務院ド・パリューで、海軍
大臣は、そのまま留任する。
同時に次の新任大臣10名が拝命104し、美術大臣105の任命は先送りされ
た。軍務パリカオ、内務シュヴロー、財務マーニュ、法務グランペレ、商
農クレマン　デュヴェルノア、海軍リゴ ・ード・ジェヌーイ、公共事業ジェ
ローム　ダヴィッド、外務オーヴェルニュ公、教育ブラム、国務院ビュイッ
ソン・ビヨー。
8月9日夕9時25分本陣メッス発報告106による。今日、先陣のバゼイヌ
元帥の軍に大きな戦いがなかった。こちらから騎兵が偵察した。味方の死
傷者もごく僅かである。
同10日朝8時30分本陣発報告による。今朝、帝が各陣地を視察した。食
糧は、48時間で集結地に満ちた。大砲部隊の装備は、日ごとに増加し、各
部隊が休止し、出撃の合図の命令を待つ107。
8月10日付市中への発表108による。この度前の諸大臣が退職し、新たに
10名の大臣を任命し、今後の形勢で、政策が事態に適さなければ、再び人
選を改める。新任10名の大臣が各々その職務に従い、政策を行う。今回の
改革で、美術大臣の職を当面空席とする。
考えれば、この任免は、元は、パリ市民が騒ぎ、要求したからだ。つまり、
仏国民の国政への関心がこれ程である。欧州の中で国民を制御することが
102 出典未確認。
103 10日付官報。
104 11日付官報。
105 後、8月23日に廃止され、教育大臣が所管した。
106 10日付官報。
107 10日付官報。
108 出典未確認。
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難しいのは、仏国が筆頭だという。
市中に張紙の、負傷者救済協会婦人委員会の呼掛け109。
神の名、祖国の名、我らの子、我らの兄弟、戦場で名誉の死を遂げた勇
敢な兵士、敗れたとは言え勇者である者の名により、我らは全ての仏人の
心に訴える。厚意を以て、金銭、布類、シャツ類、毛布、フラネルの衣類等々
を下されたい。前線の市からの援助、村からの心のこもった寄付では、我
らの大事な負傷者にはまだ足りない。必要なものが足りない。時間がない。
寄付を産業館（パレ・ド・ランデュストリ）110に送って頂きたい。
昨9日､ 夕方8時パリカオ将軍、枢密院の議員数名、両議院の議長、セ
イヌ県知事と警視総監を皇后の命令で城内チュイレリー宮殿に集め、皇后
が内閣改造に関する会議を主宰した。夜通し討論し、翌朝5時に終わった
という。また、翌朝8時、城中で再び会議があり、今朝10時、10名の大臣
がそれぞれの職に任命されたという111。
今日の報道で、普軍がすでに仏国の国境内側に深く侵入したという。今
回、戦争の初め、普国内の仏人を皆追放した。しかし、今、パリに普のス
パイが約2千人残っているという。先日も、仏国でも命令を下し、独各国
の人民を追放したが、そのまま国内に留まる者が、なお多いという。この
意味がよく分からない。
8月11日112
8月10日夕方4時50分本陣メッス発報告113による。フレシュヴィレーで
の戦いの詳細は、不明であるが、マクマオン元帥が乗っていた馬を倒され
た、夕方到着の予備の騎兵1旅団とファイイー将軍指揮下の1師団が撤退
を救援した、この日、敵軍の追跡は始めよりも激しくなかった。
109 11日付le Journal des débats 掲載の 産業館内に本部のある負傷者救済協会の婦人委員会の呼びかけで
ある。
110 1855年パリ万博会場、1896年取壊し、現在グラン・パレとプティ・パレが建っている。
111 12日付le Gaulois
112 パリは、晴。
113 11日付官報。
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前日、仏全国に次の内容の法律を発布した114。
　本日、立法院が全会一致で、我が軍に感謝するとともに、軍が祖国
によく仕えていると宣言した。25歳から35歳までの未婚または妻を失い、
子がなく、遊動国民衛兵に属さない国民は、この戦争中は、皆軍隊に召
集される。軍当局は、異なる軍団に指示する必要な手段を直ちに講じる。
1868年2月1日の法律の要件に従い、この戦争中は、45歳までの旧兵士の
志願の申出または交代を許す。この戦争中、年齢に関係なく健康な者の入
隊を許す。1870年の徴兵対象者は、1832年2月21日の改正法により兵役を
免除される者に該当しない人口調査票に記載された若者全てとする。各県
ごとに徴兵審査会を組織する。
その他の内容は、省略する。
8月12日115
8月11日夕8時21分本陣メッス発の報告116による。今日は終日雨が降り、
戦闘がなかった117。諸軍がメッスに集結し、補給と救援を受けた。マクマ
オン元帥とファイイー将軍の軍隊が秩序だって退陣した。バゼイヌ元帥が
部下の諸隊を視察した。
市中に張り出しの政府声明118
政府の戦況の公表努力にもかかわらず、誤った雑音が流布する。誤った
情報を市民が信じないよう、内務省が総司令部から受けた諸電報を直ぐ首
都の20区役所に通報している。区役所が貼付けた帳票と内務大臣による確
認の署名がない、撒き散らされた情報は、全て公的なものではない。
去る4日のヴィッサンブールの戦闘の一部始終119。
8月4日朝7時、ヴィッサンブールで仏前衛隊の内、第74大隊へ普軍が
突然数門の大砲を連発し、市中に放火し、襲撃を始めた。この場所の指揮
114 11日付官報に立法院と上院の審議･採決状況が掲載されている。
115 パリは、晴。
116 12日付官報。
117 この時代、雨天や夜中は戦闘を避けるという了解があった。
118 12日付官報。
119 出典未確認。ただし、7日付le Temps等各新聞が似た情報を掲載する。
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官ドウェイ将軍は、第50及び75歩兵大隊などを率い、ヴィッサンブール
とスルツの間に陣を構えていたが、初めに普兵と戦ったとき、ドウェイは
敵軍の数がわからず、3連隊で戦い、敵の計略に陥り、多くの兵士を死傷
させた。敵の将軍が普の王子フリードリッヒ・カール120で、その前陣6万
人と仏軍4千人とが戦い、ドウェイが厳しく指揮し、苦戦した。この戦地
はヴィッサンブールの前で、元来森林が多く、仏軍の騎兵や歩兵の動きが
自由ではなかった。このため、将校も指揮が思うに任せなかった。9時に
なり、引き上げる合図をしたが、仏兵の苦戦がなおも続いた。ついに大半
が敵に討たれ、3連隊で合わせ、僅か数百人となり、まとまってスルツに
退軍した。この日、司令官ドウェイ将軍は、大いに闘ったが、非常に苦戦し、
惜しくも、弾丸に腹を打ち抜かれ、戦死した。また、その残った兵士がス
ルツに引き上げるときマクマオン元帥に率いられ、アグノーに向かったと
いう。この事実は当日の戦いで負傷し、パリに戻った仏兵から得た情報に
よる。この日の普国の襲撃がいわゆる朝がけであるという。
現在、パリ在住普国と独各邦の人民は、約4万人と推計される121。今回
の戦争では、この人々に今日から2日間の内に市内から市外へ退去するよ
う命じた122。
今日、兵を召集する通達があった123。今、20歳から35歳までの独身で
子のない元兵士全てが召集される。
パリ市の銀行（仏中央銀行）の事情
今回、仏国で戦争が起こり、市中では、金貨、銀貨が乏しくなり、かつ
人々が紙幣を金、銀に換え、金銀のみを貯えている。これまでは、パリ市
内には多くの両替所があり、その交換は、自由だったが、今は、これら両
替所が皆門を閉ざし、益々両替の人気が高まり、争って政府の銀行に行き、
120 実際は、王太子フリードリヒ・ヴィルヘルム （後のフリードリヒ3世）であった。
121 13日付le Gauloisがパリ在住の独人を約4万人と報じる。
122 13日付le Gauloisによれば、12日の立法院で、シェヴロー内務大臣が一昨日から、数日以内に独人をす
べてパリから退去させる措置を執っている旨述べている。
123 8月14日付le Temps掲載の軍務大臣通達。これは8月10日に採択された法律の施行である。12日付le 
Gaulois によれば、｢25歳から25歳まで｣ とあるのは ｢20歳から35歳まで｣ の誤りという。
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交換を頼む者が多く、その混雑がかなり甚だしい。今日午後、私はこの銀
行に行き、紙幣を交換しようとしたが、数万の人々が群れをなし、広大な
銀行を取り巻く様子は、まるで梨の実に群れる蟻のようだ（この銀行は四
方が約1町124余りの大きな建物である）。この門の前に兵隊や巡査が数百
人出て、その雑踏を制し、非常事態に備えた。その交換の方法として、1
万フラン以上の紙幣を替える者は表の本門から、それ以下の者は脇の門か
ら出入りする。しかし、1万フラン以下の両替の者が最も多く、脇門の方
では男女数万人、いずれもが先を争って進入しようとする。この時は、警
備兵が強くこれを制し、ようやく小さな道を開き、先後の順番に従って2、
30人毎に分け、1時間に3、4度出入りさせ、群集がその門に乱入するのを
抑えようと大いに努力していた。
さて、銀行の中に入ると、交換所を5 ヵ所に分け、1千フラン以下、1万
フラン以下、10万フラン以下、またそれ以上と、金額により交換所を分け
ている。この門の中の通路を曲線状に作り、次々に順番を待ち、進まなけ
ればならず、むやみに進めない。これは混雑を防ぐための仕組みであり、
その規律が最も厳しい。交換される貨幣は、全て新しい5フラン銀貨であ
る。交換する人が初めに門に入るときは、片手に紙幣を握り、とても軽く
簡単だが、出るときは銀貨の袋を持ち、重く、大変苦労する。私は、もと
もと一書生であり、所持金が僅か750円分の銀貨である。それでも、門を
出るときは、手の中を重く感じた。この日は、午後1時から3時まで待ち、
やっとこの紙幣を換え、数万人の群衆の中を抜け出した。現在、紙幣を換
えるため、毎日この銀行に人々が何百万人集まるか判らない。そして交換
されるのは、皆新しく丸く大きい銀貨である。思うに、この度、仏政府が
どれほど鋳造したのだろう。その数は本当に計算しきれない。普段は市中
にこの銀貨はとても少ない。それは重く、持ち運びに不便だからだ。しかし、
この戦争以来、市中には銀貨が多く、従来の金貨がとても少ない。
124 外周が一町（約109m）ということ。
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8月13日125
朝10時45分本陣メッス発電信での戦況報告126による。昨夜モゼルの谷
間で敵兵が散見される。分遣隊が一時ポンタ・ムッソンを占領した。マル
グリット騎兵旅団が追い払い、敵兵約30人を捕らえた。多くの普スパイを
捕まえ続ける。
新任のグランペレ法務大臣が一昨日メッスで帝と会談し、数時間しか、
メッスに滞在しなかった127。
仏国内ナンシー市から東への鉄道が遮断され、ストラスブール、エピナ
ル、リュネヴィルの3市に行けない128。
8月12日付ソーネ・ロワール県マルリエール知事の同県民への呼掛け129 
高慢な暴君の軍が祖国の地を踏みにじった。危機にある仏国をその雄々
しき子らは守らなければならない。私は、模範として、私の息子2人を軍
に送り、私の身を全ての仏国民が負うその国に尽くす最高の犠牲として捧
げる覚悟を決めた。そこで、ソーネ・ロワールの子らよ、勇気を持て。諸
君の大隊を組織し、敵を死に追い込もう。前線に進みたい志願者は、皆、
郡庁所在地で、他の書式は不要で、怖いもの知らずの名簿に救国のため、
身を捧げるとの約束に署名してほしい。来てほしい。君だけで十分だ。君
の生活必需品と交通費は保証する。君の農園、畑、家庭を壊そうとし、侮
辱と恥をもたらす憎らしい敵が間もなく来る。堕落していない者は、皆、
発とう。発て。君の旗を高く掲げよ。勝利の後に、皆に君がソーネ・ロワー
ルの義勇兵に参加したと誇らしく言って貰えるように。
8月14日130
朝5時半メッスの内務大臣発パリへの報告131による。昨日、パリとナン
125 パリは、晴。
126 14日付官報。
127 15日付le Gaulois記事。
128 15日付le Gauloisは、これを普軍ではなく、鉄道会社の工員によるとする。
129 14日付le Siècle。
130 パリは、晴。
131 8月15日付官報。
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シーの間の電信が切断された。その夜になり、ツル市の部局からナンシー
が敵騎兵の分遣隊に占領されたと報告があった。今朝、東部鉄道会社がこ
のニュースを確認した。
今日、パリの1つの病院に負傷士官33人が入院した。その名は省略する132。
セイヌ県アルフレッド・ブランシュ副知事の市中告示133による。8月17
日付法律が施行され、21歳以上の地区に1年以上居住する市民で、まだ常
駐国民衛兵隊に入っていない者は、皆、区役所に今日から3日の間に出頭
し、申告すること。
8月10日のベルリンの新聞（但し、ロンドンから）134による。普王妃が
自ら、仏捕虜の士官や兵士達に特別の配慮を施し、下着類やその他の必需
品を与えている。また、普婦人救済委員会達が仏捕虜に清涼飲料やたばこ
を与えている。今、ベルリンで鉄道の駅では、婦人が捕虜のために秘書を
勤め、仏国向けの手紙を送る手伝いをしている。
また、ベルリンでは、仏捕虜の係も全て婦人を採用する。これは、男子
が全て軍隊に出ているからである135。
8月15日136
8月14日6時本陣メッス発通報137による。昨日、前衛隊の司令官マクマ
オン元帥は、3万3千人の兵士を率い、16万人の普軍と戦い、3時間費やし
たが、その後双方ともに弾薬が尽き、銃剣で接戦した。この時仏兵は飢餓
がひどく、ついに大敗した。
8月14日夕6時パリ受信戦況報告による。138では、敵軍がヴィニュウユ
に侵入し、今夕には、サン・ミエルに侵入するだろうとムース県知事が知
132 16日付le Figaroの le Paris journal引用記事。病院は、サン・マルタンで、ヴァル・ド・グラス病院に
も1名入院した。
133 14日付le Gaulois掲載の告示
134 15日付le Gaulois掲載のベルギー新聞l'Indépendence belge記事。
135 正元の意見である。
136 パリは、晴。
137 出典未確認。
138 15日付官報
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らせた。
諸方面から敵軍がいよいよ進撃するという注意報が絶え間ない。
シュヴロー内務大臣発表のモゼル県知事14日8時10分メッス発報告139
による。同日2時、帝が皇太子とともにメッスを退き、ヴェルダンに陣を
移した。 この出発の前に帝は、この市街に以下の宣言をした。
私は、侵略者と戦うため、諸君から去るに当り、この偉大な都市の守り
を諸君の愛国心に委ねる。諸君は、外国人がこの仏国の要塞を奪い取るの
を許さないであろうし、軍に匹敵するその献身と勇気を見せるだろう。私
がこの街の中で受けた歓迎への感恩の気持ちを持ち続け、より幸せな時期
に戻り、諸君の気高い行為に感謝したい。
昨14日 午後10時10分ロンジュヴィル発、帝の皇后宛電報140による。我
が軍がモゼル河の右岸を越え始めた。朝の偵察で敵影を認めなかったが、
軍隊の半ばがその河を越えたとき、普国の大軍が襲撃し、4時間戦い、普
軍は、大損害を受け、退いた。
昨14日夕 6時45分ツル市発郡長の内務大臣宛報告141による。同日午後2
時、当市から1,500メートル（日本では125町のこと）の近くに普軍が侵入
し、我が胸甲騎兵と憲兵と敵の槍騎兵が戦った。味方憲兵が1名戦死し、1
名が行方不明である。このとき、遊動隊と国民衛兵が城壁に急いで駆け付
けた142。
ベルリンの新聞が白国（ベルギー）から届いた。
8月14日 ベルリン発報道143による。メッスからポンタ・ムッソンに鉄
道で移動した仏国の1大隊は、今朝、我が軍がその市に進入すると直ぐ、
慌てて、その武器、弾薬等を捨て、退いた。ナンシーで仏軍がこの地を捨て、
139 15日付官報。
140 8月15日付官報皇帝から皇后宛報告。
141 17日付Le Figaro
142 16日から始まる同市（要塞がある）の包囲（トゥル包囲）の前哨戦である。
143 16日付le Tempsがベルギーの新聞報道として引用。
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退却した。普軍の騎兵は、この市の北の鉄道を取り壊した。また他の騎兵
がメッス近郊の仏前衛部隊用の秣を奪った。
今日のパリの新聞夕刊144による。13日、バルティック海（独国の北方
の海である）でヘリゴランド沖の仏艦隊司令官が明日から仏海軍がバル
ティック海南方の独北西部の沿岸を封鎖することをヘリゴランド政府と
クックスハフェンの英領事に公式文書145で通報し、中立国の艦船に出航ま
で10日間の猶予を与えた。
8月14日のケルン発報道（このケルンは、仏普境界にある地域である146）147 に
よる。今までパリ在住の独人400家族が戒厳令後、パリから追放され、昨
日当市に到着した。
最近、急にパリ在住の独人に、2日の間に仏国から退去するよう命じた。
そこで、この戦闘地域を挟み、一つは白国から、もう一つはスイスから、
2方面に沿った2本の鉄道で退去することになった。また、仏政府が仏領
内の鉄道の乗車賃を通常の半値とするよう命じたが、退去した独人は、皆、
通常の値を払い、帰ったという148。
8月16日149 
本暁、3時16分ムース県知事発急報150による。多数の普槍騎兵が、コメ
ルシーで目撃された。バー・ル・デュックに向かった。そのため、今朝、
当市からの鉄道を遮断させた。　
今朝6時10分ヴェルダン郡長発報告151による。昨15日、終日、メッス
とヴェルダンの間で轟く砲声が聞こえ、この方向から来た者が今朝明け方
から大戦闘があり、前日の戦闘で、普兵が4万人余り戦死したという。昨
日午前中、ヴェルダンの近く28キロメートル（日本で約2里半余りである）
144 16日付le Temps
145 17日付官報に外務大臣の通告書が掲載されている。
146 1801年から1814年までロェー県コローニュ郡郡庁所在地として仏領であった。
147 16日付le Temps引用の14日ブラッセル発。
148 出典未確認。
149 パリは、晴。
150 16日付官報。
151 17日付官報。
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の自分の郡の境界で戦闘があった。この地点で、敵兵が南方に引き上げる
のが目撃された。
今日、帝がまた、ヴェルダンの本陣を引き上げ、シャロンに、陣を移し
たという。前衛司令官マクマオン元帥が兵をシャロンの近くに引き上げた
という。普軍の進入の激烈だったことが分る。
8月15日付フランス銀行告知152による。仏中央銀行は、現在 難しい形
勢の下での通貨供給に全力で努力している。既に過去1 ヶ月余りの間、
265百万フランの紙幣を流通させ、この内、15百万フランが50フラン紙幣、
5千万フランが百フラン紙幣である。また、通用中の少額紙幣の印刷とと
もに、より多くの使用のために、新たに25フラン紙幣を印刷する。その他、
同時期、1億3百万フランの少額貨幣を諸地方に出し、また、パリ市の取
引のために、商社に2億3,360万フランの金貨・銀貨を出した。労働者への
賃金支払のための通貨供給の要望に応え、本行のクロワ・デ・プティ・シャ
ン通の新支店で特別の業務を月曜日、火曜日、水曜日の午後1時から3時
までと木曜日、金曜日の12時から午後2時まで行う。
8月17日153
昨日16日夜11時メッス発、報告154による。同日、終日、敵2師団がわ
が軍を脅かそうとし、追い払われた。同夜、帝がシャロン兵営に到着し、
大軍を編成している。
この2、3日間、普軍の勢いが大いに盛んであり、仏国の地に深く攻め入
り、既にメッスとヴェルダンの間で戦いを開始した。帝は、昨日までヴェ
ルダンに本陣を置いたが、敵軍が近づき、その攻撃が激しくなり、また引
き上げ、シャロンに陣を置いた。普軍の奮闘が分るだけである。
メッスの元帥司令官3時15分発報告155による。昨16日、グラヴロット
152 16日付官報。
153 パリは、晴。
154 18日付官報。
155 同上。「サン・プリヴァの戦い」 （仏側の言い方）又は「グラヴロットの戦い」（独側の言い方）の前哨
戦である。
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の傍で激しい戦闘があり、味方が優勢であったが、その損害は、大きかった。
昨16日 メッス近郊に戦闘があった。仏兵が第3及び第4軍団で、その勢
力が大体4万人である。恐らく普兵は、おおいに被害を蒙り、その数は1
万8千から2万人に達するが、仏兵の死傷者がとりわけ些少であった。また、
ある報告書では、普の死傷者数は3万人に上るという。
当日の戦いでは、死傷者数は、仏兵が少くなく、普兵が多いとの差があっ
た。それは、仏軍がメッスに陣地を並べ、数百の大砲や数門のミトライユー
ズを配置し、その軍備がよく整った陣構えであったからである。
今日、パリに帰った負傷兵が語るには、本月5日の朝、仏軍の諸部隊で
朝食中であったり、河に入り、水泳などをしたりしているときに、普国の
大軍が不意に襲来し、激しく攻めた。このとき、チユルコ（いわゆる黒人隊）
が直ぐに水中から飛び出し、裸で、終日戦闘し、その勇敢さが特に際立っ
ていた。しかし、仏兵の死傷者、そして捕虜が甚だ多かった156。
8月18日157
昨17日夕 4時バゼイヌ元帥発電報158による。昨16日、ドンクールとヴィ
オンヴィルの間で、終日普軍と戦闘した。敵兵を退け、占領した位置で昨
夜を明かした。数時間、弾薬を大きく補充するため、行動を止めた。前面
の敵は、フリードリッヒ･カール普王子とシュタインメッツ将軍の2人で
ある。
昨夕 8時5分ヴェルダン総司令官発の報告159による。16日朝9時、フリー
ドリヒ・カール普王子指揮の軍団が非常に激しく、我が軍の右翼を襲撃し
た。我がフォルトン将軍の騎兵師団とフロッサール将軍の率いる第2軍団
が落ち着いて戦った。同7時にルノンヴィルからの左と右の縦隊の軍団が
続け様に参戦し、夕暮れまで戦った。敵は、大軍を用い、何度も反撃を試
みたが、撃退された。また、夕暮れ頃、新たな一軍団が我が軍の左翼を包
156 出典未確認。しかし、8月5日と12日の項記載内容と同様。
157 パリは、晴。
158 18日付官報。
159 18日付官報。
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囲しようとしたが、味方が全て陣地を守り、敵にかなりの損失を与えた。
我が軍の損失も深刻であった。バタイユ将軍が負傷。戦いの最中に、槍騎
兵の1連隊が元帥の本部に突撃し、護衛の20名が戦力外となり、指揮官の
大尉1名が戦死した。夕8時、敵兵が全戦線から退却した。戦闘に加わっ
た兵士が12万人と推定される。
補足 今日、両軍の負傷者を多数ヴィルシーに輸送した160　161。
パリ在住の独国民で、家屋の所持者、在住期間の長い者等で、パリ在住
継続を願う者は、これを許すとパリ市中に発表した162。
考えると、仏国は、今度の戦争でその始まりから万事をかなり公にし、
敵国民の市内在留を禁じなかった。戦況報告書も直ぐに発表した。まこと
に、その処置が公明のようであるが、戦闘には、大きな害になるだろう。
その理由は、パリ市中に朝夕出る壁書、戦況報告、新聞等が出次第、直ぐ
羽が生え、敵地に飛んでいき、敵軍が動かずとも、市内の事情を知り、そ
の機会をつかみ、莫大な利益を得ると思うからである。
昨日17日からトロシュウ将軍がパリ市総督と市内防衛の総司令官と
なった163。このため、この都市の諸命令が皆、この人から出る。パリ城外
の総司令官はバゼイヌ元帥とマクマオン元帥の2人である。仏国数百名の
将軍がいても、今日、仏国ただこの2将の胸の内から全仏軍を率い、戦う
者として命令が出る。また、市内の城郭を警備し、パリ城の浮沈を左右す
る任を担うのは、トロシュウ将軍である。また、これを補佐し、軍政の重
要事項を扱う者がパリカオ将軍である。この3、4人の将軍に任せる以外、
仏国は、他に手段がない。仏帝すら全軍の指揮をとることができない。全て、
バゼイヌ、マクマオン両元帥に全軍を統率させている。
内務大臣は、昨17日、オムニビュス（普段市中を往来する人が乗り合う
160 ｢マルス･ラ・トゥールの戦い｣、｢レゾンヴィルの戦い｣ 又は ｢ジオンヴィルの戦い｣ という。
161 出典未確認。
162 18日付le Tempsは、追放令の運用上、常住の者、十分な生活手段のある者、よく知られている者の推
薦のある者、更には、婦女子が例外とされているとのle Journal de Genève 記事を引用する。
163 18日付官報。
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鉄道馬車）164会社に対し、パリ市外の要塞の工事と兵器の装備のため、1,500
頭の馬を徴用した165。
16日朝8時50分ルクセンブルグ市166発報告167による。昨15日、普前衛
軍がモゼル河を横断し、仏後衛軍を襲い、仏軍が救援し、メッスの大砲の
射程内に押し返した。普軍が28,000人の兵を失い、5,000人が捕虜となった。
昨日の戦闘は、大体メッスとナンシーの間であった。
去る15日の後、仏軍が度々勝ち、大変、旗色がよく、軍中の第一等の指
揮官として、総司令官バゼイヌ元帥の威名が殊に轟いた。
8月19日168
昨夕5時本陣発の軍務大臣報告169による。16日の戦闘で、ラドミロー将
軍の軍団が、最右翼の前衛にあり、その第73歩兵大隊が普軍槍騎兵大隊を
破り、その軍旗（騎兵大隊の徽章である）170を奪った。騎兵が、数回にわ
たり、非常に果敢な突撃をした。その一つの戦いで、ルグラン将軍がその
師団の先頭に立ち、突撃し、戦死した。モンテギュ将軍は、行方不明となっ
た171。普軍でもフォン・ドェリング将軍とヴェデル将軍の2将が戦死し、
グリューテルとラウフの2将が負傷した。騎兵隊司令官アルブレヒト王子
（普王の兄弟で、齢60余りという）172が戦死したという173。日暮れ時になり、
これまで敵が占領した地を取り返した。翌17日朝、グラヴロットの近辺で、
後衛の軍隊の幾つかの戦いがあった。昨16日の戦いで動員した普軍は、15
万人であったと見込まれる。味方の損失は、未だ正確には分からない。
8月15日、メッス市外メゾン・ルージュから戦闘中、巡り歩いた士官の
164 正元の注である。
165 19日付le Gaulois
166 ルクセンブルグ公国の首府
167 20日付le GauloisのロンドンGlobeの報道として引用。
168 パリは、曇。
169 19日付官報。
170 正元の注である。
171 22日付le Gauloisは、軽傷を受け、捕虜となったとする。
172 正元の注である。
173 このときは戦死しなかった。戦後1872年ベルリンで没した。
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報告174。
昨14日暁3時、諸隊の戦闘が始まり、朝5時頃、銃や大砲の射撃音が天
地を動かした175。私は、この中で専ら巡り歩いていた。その日、軍の中で、
最も期待されているバゼイヌ元帥が諸軍の総指揮官だった。帝の陣から百
メートルの距離において、それぞれの将軍が諸軍を指揮した。同日、普軍は、
我が2つの軍の中間に陥り、多くがメッスから射撃する砲弾のもとに倒れ
た。最後に、私は、戦闘中の軍隊から出て、流れ弾の中で辛うじて道を通っ
てきたので、戦いの状況を見ず、ただ双方の砲弾が、空中に飛ぶ音だけを
聞いた。ようやくある土地に出たところ、バゼイヌ元帥の部隊だった。少
しの間この地に留まったが、弾丸が夥しく、雨のように降った。私は、兵
隊とともにメッスを出たが、道中の困難が非常に多かった。
8月20日176
今夕6時シャロン兵営発報告177による。昨日、帝が馬で数部隊を巡回し
た。兵隊がどこでも帝を取り囲み、前進したいと要望した。
内務大臣の発表178による。シャロン兵営の本陣にいる仏軍16万7千人の
内訳が2万7千人 マクマオン元帥、4万人 ファイイー将軍、3万人 フェリ
クス・ドウェイ将軍179、7万人180 ヴィノワ将軍である。この兵隊は、マク
マオンの援軍として備えるものである。
パリ市中発表の8月19日付パリ総督トロシュウ将軍の宣言181 
パリ国民衛兵隊、遊動国民衛兵隊、パリの陸海軍部隊及び戒厳令下の首
都の全ての防衛者へ、
国の危機の最中、私は、今度新たに、パリ総督と戒厳令下にある首都の
174 出典未確認。
175 「ボルニィ・コロンベの戦い」（独側の呼び名は、｢コロンベ・ヌイーの戦い｣ という。）
176 パリは、晴。
177 22日付le Temps
178 出典未確認。
179 アベル・ドウェイの弟
180 13日付官報掲載の法律により新たに編成され、当初トロシュウ将軍とヴィノワ将軍がそれぞれ率いると
された兵数の合計。
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防衛を担う諸軍総司令官に任じられた。名誉も大きく、私への危険も大き
い。パリが包囲の苦痛を耐えるため、我が軍の財産である愛国心から猛烈
な努力で立ち向うという諸君の覚悟を期待する。
長い間の繁栄と享楽が公徳心と国の雄々しさを弱めないことを世界万国
に知らせるのにまたとない機会である。諸君は、ライン軍の輝かしい模範
を知っている。彼らは、英雄的な戦闘で、3倍の敵と戦い、国中の賞賛を得、
感謝が満ちた。彼らは、死者に対し、喪に服した。
パリの兵士諸君。
私は、今日の私の希望と力の源である緊密な連帯の下で、私の命全てを
諸君に委ねる。私は、諸君たちの勇気や忠誠心が良く分り改めて求める必
要がない。しかし、国民に諸君の服従、強力な規律、立派な振る舞いや態
度で諸君に課せられた責任を深く感じていることを示してほしい。皆の模
範となり、勇気付けよう。
ロンドンから報道182されたベルリンの新聞中の普王から王妃への勝利の
報告電報（8月19日 夕9時発、レゾンヴィル近くの野営から）による。今日、
私の命令下の軍がメッスの西の強力な仏軍陣地を襲撃した。9時間の戦い
の後、仏軍が完全に敗れた。そのパリとの通信が遮断された。敵がメッス
に退いた。
8月21日183 
この2、3日間、仏政府は、戦況報告を布令していない。密かに聞いたと
ころ、最近、戦況報告を発表しないのは、普国のスパイが多くパリに入り、
パリの日々の記録や市内の状態を、時々刻々、あるときはロンドンから、
あるときは白国から、全てベルリンに通報し、戦闘に害を及ぼすからだと
いう。
今朝、私が見た新聞に一つの説明を付していた184。それによれば、ビス
181 21日付官報。
182 22日付le Tempsはベルギー新聞の報道としている。
183 パリは、晴。
184 出典未確認。
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マルク氏（普国第一の総理大臣であり、内外の政策は、全てこの人の胸中
から出る。実に欧州に20年来の人材だという）への独国での名声が非常に
高い。理由は、普仏戦争が起こって以来、まだ3週間に過ぎないが、普兵
が滅した仏兵は、すでに15万人に上る185。この戦争がもし3か月続けば、
失われる仏兵は、8、90万人にのぼるだろうと。3か月というのは、以前、
普国と墺国との戦争が3か月間だったからだ。
私は、今日、パリの城外186に出て、防御警備の様子を見た。パリ市内か
ら出るそれぞれの道路には、砦や砲台をつくり、溝を設け、また、それぞ
れの鉄道の下を掘り開き、敵がもし、俄かにこの線路から進入するときは
直ちに切り落とし、その線路を遮断するためだという。パリ周囲の砲台は
防戦の準備がことに厳しい。
8月22日187
戦況報告の発表がない。政府が秘匿するという。
ロンドンの新聞の報道する普情報の中に、前日、2千人の仏軍捕虜がベ
ルリンに着いたという188。その内、士官は、36名いた。今日、また、54名
の捕虜の士官が着き、この中にブロンバン将軍がいたという。
仏軍が去る14日のクールセル、16日のヴィオンヴィル、18日のグラヴ
ロットと3回の戦いで12から13,000人の兵を失った189。グラヴロットで仏
兵捕虜が4千人であった。
8月23日190
戦闘の報告を聞かなかった。他に書くことはない。
パリ内外にいる仏兵の大体は、バゼイヌ元帥の指揮下の兵が13万人191、
その他、パリ市内外各地に配置する兵が35万人、国民衛兵で25歳以上35
185 24日付le Gauloisは、これまでの独軍死傷者が約400,000人に上るとしている。
186 漫遊日誌では、ブーローニュの森である。
187 パリは、曇。
188 8月24日付 le Journal des débats引用の同22日付Timesの同20日ベルリン発報道。
189 24日付le Temps
190 パリは、朝小雨ながら晴、後曇。
191 10日付le Siècleにバゼイヌの軍勢を13万人としている。
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歳までの者が140万人だという192。
今日、普兵の捕虜4百人をソワソンに送ってきた193。
また、後から一群の捕虜を輸送するという194。
8月24日195
特別に、戦闘の報道を聞かない。この2、3日、パリ市内が特に平穏だった。
近頃、普兵が頻繁に乱入し、シャロン兵営近くまで侵入し、辺りを荒し回っ
ている196という。そこは、パリから、日本での22、3里の距離である。
8月25日197
電信の急報198による。昨日ストラスブールで、数時間の砲撃戦が続き、
普騎兵の強力な分遣隊が今日、ドゥルヴァンとその近隣占領し、ブリエン
ヌに向かうと見られる。昨日、約140人の敵騎兵がシャロンに現れ、夕6
時頃、退去した。普騎兵がサン・レミとその周囲に宿営している。トゥル
の地に布陣している遊動国民衛兵隊の2大隊が出撃し、多くの敵を殺傷し
た。
普王太子199が昨23日サン・ディジエールの陣にいたという。またトゥ
ルを包囲した敵兵が半分ほど、ナンシーに向った。トゥルでの砲撃戦で、
味方15人だけの損失に留まった。遊動隊の諸兵が大いに戦った。ステネイ
周辺の住民も普兵に対し英雄的に抗戦し、多くの損害を与えた200。
8月24日付パリ総督命令201
1849年 8月9日の戒厳令に関する法律、本月7日のパリに戒厳令を布い
た命令、1811年 12月24日の参謀本部の組織と任務に関する命令第75条の
192 出典未確認。
193 24日付le Petit journal
194 出典未確認
195 パリは、曇。
196 25日付官報。
197 パリは、曇。
198 以上26日付官報。
199フリードリヒ・ヴィルヘルムのこと。
200 以上27日付官報。
201 26日付官報e
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戦争状態にある地域で軍務大臣もしくは大将が命令を下し、または敵軍が
3日行程（歩行して3日で到着する距離をいう202）以内に近づいたときは、
その大臣または将軍は、即座に、戒厳令を待たずに、必要な手段（不要な
人間（老人及び婦女子、小児、病人の類をいう203）、外国人、民事または
軍事警察から注意された者を退去させることなど）をとる権限を与えられ
るとの規定及び、前科者、放浪者、乞食その他人や財産に危害を与える行
為にふける者のセイヌ県からの退去に関する1852年 7月9日の法律を参考
の上、次のとおり命令する。
生計の手段を持たず、パリでの存在が公共の安全、人または財産の安全
を脅かす恐れのある者、防衛または公共の安全を弱めまたは妨げるような
行為にふける者は、全て首都から追放される。追放命令に違反すれば、軍
法会議で裁かれる。
パリ総督トロシュウ将軍が8月24日 サン・モールの兵営でパリの遊動
国民衛兵隊に対し、大略次の宣言を行った204。
私は、君達に会うのが待ち切れなかった。今、会えて、嬉しい。諸君も
私を前に敵に向う用意のある軍の態度を示し、まもなく諸君の家庭を守る
ため、敵に向うこととなり、国民の皆がパリの子弟の成果を見ることにな
ろう。私が諸君をパリに呼んだのは、諸君に全幅の信頼を置くからである。
諸君は、それに立派に応えている。君らが規律や規則の求めに益々従うよ
う願う私の気持ちに沿うよう、重ねて求めたい、私は、諸君の隊長を祝福し、
その努力と成果に感謝し、間もなくその時が来れば、私の誉れとして彼と
ともに戦場に君らを率いていくだろう。諸君、その備えをせよ。
私が、今日、市街を通ると、セバストポール通りで警官が数十人の婦人
を取り囲み、連れていくのを見た。何者かと、近くの者に聞くと、これは皆、
いわゆる放浪の妖婦、娼婦、売春婦の類だという。今夜、私が新聞を見ると、
202 正元の注である。
203 正元の注である。
204 26日付le Siècle
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今日、市街で捕まった婦人が約6百人に上ったという205。
8月26日206
 戦況報告207による。昨日ファルスブール市は、英雄的戦闘を続けている。
普軍の砲弾で教会と人家51軒が焼失した。普軍が初回5百発、二回目は1
千発発射した。数千人の兵がヴェルダンの周囲にいるらしい。普軍がヴァ
レンヌとステネイの間に向う様子。
市中発表の8月25日付勅令208 
ナポレオンは、神の恵み及び国民の総意による仏人の皇帝として、今居
る者と将来来る者に敬意を表し、パリ要塞防衛委員会の委員にベール氏、
メリネット将軍の各上院議員、ダリュー伯爵、デュピュイ・ド・ロム、ド・
タルウエ侯爵の各立法院議員を任ずる。軍務大臣が上記命令を執行する。
昨25日、白国のブリュッセルからの情報209では、最近、普軍に捕虜となっ
た仏兵と普の負傷兵等を戦地からベルリンに運ぶ途中、白国内通過の際に
傲慢な行いがあった。このため、白国が使節を普軍に送り、その通行を、
中立を理由に断ったという210。
昨25日夕方、蘭（オランダ）のアムステルダムの新聞報道211による。
独発の通信が公表した、トリエルの独統計局によるこの戦争での独軍の損
失は、8月17日までの死傷者が150,200人である。内、79,483人が戦死また
は行方不明者、67,617人が負傷である。また、陣中での病死者が3,100人に
上る。しかし、とくに激烈であった18日以後の戦闘による損失は含まれな
い。
（巻の1完）
205 27日付le Siècle
206 パリは、曇。
207 8月27日付官報
208 8月27日付官報掲載の命令
209 上記官報にベルギーとルクセンブルグ政府が独政府の上記申入れを、仏国からの中立維持の強硬な申入
れの後、断った旨報じている。
210 これは、正元の理解であるが、上記が正しいとすれば、この点誤解と思われる。
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